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お
母
さ
ん
に
友
だ
ち
が
出
来

て
、孤
独
か
ら
解
放
さ
れ
た
、

と
い
う
お
話
を
聞
く
と
、と
て

も
う
れ
し
い
」と
話
す
の
は
同

法
人
代
表
理
事
で
施
設
を
運

営
す
る
高
橋
順
子
さ
ん（
44
）。

　

社
会
貢
献
に
熱
心
だ
っ
た

高
橋
さ
ん
の
祖
父
、故
大
澤

祗
徳
さ
ん
所
有
の
約
３
６
０

平
方
㍍
の
土
地
を
、娘
で
あ
る

高
橋
さ
ん
の
母
が
受
け
継
ぐ

際
、「
地
域
に
貢
献
で
き
る
場

に
し
た
い
」と
の
思
い
を
順
子

さ
ん
ら
が
形
に
し
た
も
の

だ
。親
子
三
代
の
思
い
の
詰

ま
っ
た
場
所
で
も
あ
る
。

　

10
時
か
ら
14
時
ま
で
は
カ

フ
ェ
の
時
間
。大
人
は
ド
リ
ン

ク
一
杯
２
０
０
円
、子
ど
も
連

れ
の
場
合
は
施
設
使
用
料

一
家
族
３
０
０
円
を
支
払
え

ば
、お
昼
ご
飯
や
お
や
つ
な
ど

を
持
ち
込
ん
で
キ
ッ
ズ
ス
ペ

ー
ス
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な

が
ら
、お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

み
、親
同
士
の
交
流
も
出
来

る
仕
組
み
だ
。

　

レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ヨ
ガ

教
室
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て

い
る
。取
材
日
はHuali 　

Beads

の
嶋
津
綾
子
が「
マ

ク
ラ
メ
でXmas tree

の
オ

ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催
。10
カ
月

の
赤
ち
ゃ
ん
と
鎌
ケ
谷
か
ら

参
加
の
親
子
は「
子
ど
も
連

れ
で
参
加
出
来
た
の
が
良
か

っ
た
」と
話
す
。子
ど
も
連
れ

Ｏ
Ｋ
と
あ
っ
て
、印
西
市
や
我

孫
子
市
な
ど
か
ら
の
参
加
者

も
い
る
。

　

全
て
の
世
代
の
人
に
親
し

ん
で
ほ
し
い
と
、車
椅
子
で
も

利
用
可
能
な
様
、バ
リ
ア
フ

リ
ー
仕
様
。現
在
は
コ
ロ
ナ
で

中
止
さ
れ
て
い
る
が
、地
域
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
お
茶
会

な
ど
も
行
わ
れ
る
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
客
足
は
激
減

し
、制
約
も
多
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、地
域
の
憩
い
の

場
と
し
て
、こ
の
先
も
細
く
長

く
続
け
て
い
き
た
い
」と
高
橋

さ
ん
は
熱
い
思
い
を
語
っ
て

く
れ
た
。

▼
営
業
時
間
＝
平
日
10
時
〜

14
時
。土
日
曜
、祝
日
休
み

（
貸
し
切
り
は
可
能
）。

▼
ア
ク
セ
ス
＝
京
成
本
線
勝

田
台
駅
・
東
葉
高
速
鉄
道
東

葉
勝
田
台
駅
か
ら
徒
歩
10

分
。八
千
代
市
勝
田
台
北
２

―

23―

１
。

▽
問
☎
０
４
７
・
７
５
２
・
２

８
２
９
。

来
て
！ 

見
て
！ 

感
じ
て
！

歴
史
が
切
り
拓
く
未
来
　
歴
博

れ
き  

は
く

　

16
世
紀
後
半
以
降
、大
量

の
漆
器
が
日
本
の
特
産
品
と

し
て
海
外
に
向
け
て
輸
出
さ

れ
ま
し
た
。西
洋
人
の
注
文
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
れ
ら
の

漆
器
は
、西
洋
に
由
来
す
る

形
態
の
家
具
調
度
に
、日
本

独
特
の
蒔
絵
や
螺
鈿
の
装
飾

を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
で
し
た
。

　

艶
や
か
に
光
る
黒
い
塗
装

面
に
、重
厚
な
黄
金
の
輝
き

が
映
え
る
蒔
絵
漆
器
、ま
た

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
煌
め
き
を

放
つ
螺
鈿
漆
器
は
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
富
裕
層
の
あ
い
だ
で
評

判
と
な
り
、日
本
と
い
う
東

方
の
未
知
の
国
を
象
徴
す
る

物
品
と
し
て
愛
好
さ
れ
ま
し

た
。

　

歴
博
で
は
、
12
月
15
日

（
火
）か
ら
総
合
展
示
の
第
３

展
示
室
内
で
、特
集
展
示「
海

を
渡
っ
た
漆
器
Ⅲ
－
輸
出
漆

器
の
技
法
」を
開
催
し
ま
す
。

輸
出
漆
器
に
用
い
ら
れ
た
技

法
に
と
く
に
焦
点
を
あ
て
て
、

蒔
絵
と
螺
鈿
と
い
う
伝
統
的

な
装
飾
技
術
が
文
化
交
流
に

果
た
し
た
効
果
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

　

今
回
は
、日
本
製
の
輸
出

漆
器
の
ほ
か
に
、蒔
絵
を
模
倣

し
た「
描
金
」技
法
に
よ
る
大

き
な
衝
立
屛
風（
16
年
ぶ
り

の
公
開
）な
ど
中
国
製
漆
器

も
展
示
し
ま
す
。日
本
と
中

国
の
輸
出
漆
器
を
比
較
し
て

み
る
な
ど
、日
本
の
蒔
絵
の
特

長
や
、日
本
製
の
漆
器
の
何
が

西
洋
人
の
心
を
と
ら
え
た
か

を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

▼
第
３
展
示
室 

特
集
展
示

　
「
も
の
」か
ら
み
る
近
世「
海

を
渡
っ
た
漆
器
Ⅲ
ー
輸
出
漆

器
の
技
法
」
。
料
金
：
一
般

6
0
0
円
。

▼
会
期
：
2
0
2
0
年
12
月

15
日（
火
）〜
2
0
2
1
年
2

月
７
日（
日
）。

▼
会
場
：
国
立

歴
史
民
俗
博
物

館（
佐
倉
市
城
内

町
１
１
７
）。

▼
時
間
：
9
時

30
分
〜
16
時
30

分（
入
館
は
16
時

ま
で
）。

▽
問
☎
０
５
０
・

５
５
４
１
・
８
６

０
０（
ハ
ロ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）。

第８回

海
を
渡
っ
た
漆
器

サンクト・ペテルブルク風景図蒔絵プラーク
18～19世紀（国立歴史民俗博物館蔵）

花鳥螺鈿蒔絵瓶入箱（色絵磁器瓶付）
19世紀（国立歴史民俗博物館蔵）

【　】… タロットカード
　★　… ラッキーフード12月2日～1月5日 MASARU のタロット占いMASARU のタロット占いMASARU のタロット占い

１月　生まれ

【世界・正】得意分野で周
囲に貢献。腕の見せ所です
から遠慮する必要はありま
せん。これを機に人脈が拡
大し憧れの人物と接近する
可能性大。★柚子

【女帝・正】女性を味方につ
けると仕事運上昇。ただし
背信行為と誤解されそうな
行動には十分注意が必要。
嫉妬している人物の気配あ
り。★キャベツ

【正義・逆】家族や親せき内
に意見の食い違いが発生
しやすいとき。こじらせる前
に対話の機会を持つのが
賢明。相手の真意を聞いて
損なし。★レモン

【戦車・逆】慣れない環境に
置かれやすいときですが、
開拓精神で頑張りましょう。
覚悟を決めれば大きく前
進。まずは周囲の人に心を
開いて。★春菊

【愚者・逆】目上の人に対す
る振る舞いに気を付けて。
ここで礼儀を欠くと関係が
危うくなる暗示。親しい相
手への冗談もほどほどにし
た方が。★蓮根

【星・正】つきあいや妥協は
やめて自分自身が本当に必
要としているものにお金を
使うと◎。心が満たされる
と活力が湧き、運気はさら
に上昇。★帆立

【塔・逆】自分自身の体調変
化に敏感になった方がよい
ときです。少しでも違和感
があるなら早めに対処を。
忙しさを言い訳にしていて
はダメ。★竹輪

【女教皇・正】冷静な判断で
散財を回避できるとき。あ
れもこれもと欲張らずに低
予算で楽しむ工夫を心がけ
て。充実した休日を過ごせ
る予感。★牡蠣

【月・逆】対人運に陰りあり。
気になる相手の秘密を探る
ような行動は自重が正解で
す。不信感があるならば深
入りせずに距離を置いた方
が◎。里芋

【法皇・逆】家事のルールを
決めると運気回復。家族と
の分担や単身の場合は予
定を決めて取り組むなど工
夫を。人任せにしないこと
が大事。★キウイ

【隠者・正】外出よりも家時
間が充実し趣味を満喫でき
る予感。ただし、いつも以上
に健康管理をしっかり意識
して。睡眠不足と体力低下
に注意。★苺

２月　生まれ ３月　生まれ ４月　生まれ ５月　生まれ ６月　生まれ

７月　生まれ ８月　生まれ ９月　生まれ 10月　生まれ 11月　生まれ 12月　生まれ

【審判・逆】金運停滞中。復
調するまでにはしばらく時
間がかかる予感。きつい節
約はストレスを増やすだ
け。無理のないプランに変
更が吉。★秋刀魚

　

カ
ン
ジ
ダ
症
は
真
菌
（
カ

ン
ジ
ダ
属
）
に
よ
る
皮
膚
・

粘
膜
感
染
症
で
、
あ
ら
ゆ
る

部
位
に
生
じ
ま
す
が
、摩
擦
部
、

爪
周
囲
、
性
器
や
口
腔
粘
膜

に
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
カ
ン
ジ

ダ
属
と
い
う
真
菌
は
、
約
２

０
０
の
菌
種
が
あ
り
、
皮
膚

や
粘
膜
（
特
に
口
腔
内
、
糞

便
中
、
膣
内
）
に
し
ば
し
ば

常
在
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
湿
気
や
局
所
お
よ
び
全
身

の
感
染
防
御
機
能
の
低
下
に

よ
り
増
殖
す
る
環
境
が
整
わ

な
い
限
り
は
、
悪
さ
を
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

が
不
衛
生
や
抵
抗
力
の
低
下

な
ど
に
よ
り
、
複
数
部
位
で

増
殖
し
、
や
が
て
全
身
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
口
の
中
で
カ
ン
ジ
ダ

属
が
増
殖
し
た
病
気
が
、
第

３
回
目
の
テ
ー
マ
で
あ
る
口

腔
カ
ン
ジ
ダ
症
で
す
。「
口
腔

が
ん
に
な
る
可
能
性
を
少
し

で
も
持
ち
合
わ
せ
た
病
気
群
」

の
ひ
と
つ
で
す
。
今
回
は
い
よ

い
よ
最
終
回
で
す
。

免
疫
力
低
下
で
発
症

　

口
の
中
や
周
囲
に
カ
ン
ジ
ダ

属
が
表
面
的
に
増
殖
す
る
と
、

白
苔
（
＝
お
か
ら
の
よ
う
な

状
態
）
を
形
成
す
る
こ
と
が

多
く
、
鵞
口
瘡
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
白
苔
は
ガ
ー
ゼ

で
拭
う
と
容
易
に
剥
が
れ
る

と
し
ば
し
ば
い
わ
れ
ま
す
が
、

幼
児
な
ど
で
は
取
り
に
く
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
鵞
口
瘡
は
、

小
児
や
高
齢
者
の
ほ
か
に
、

全
身
の
免
疫
力
が
低
下
し
た

と
き
に
現
れ
ま
す
。

　

こ
の
状
態
が
慢
性
的
に
経

過
す
る
と
、
粘
膜
に
固
着
し

て
白
苔
が
さ
ら
に
剥
が
れ
に

く
く
な
り
ま
す
。
慢
性
化
す

る
と
口
腔
が
ん
に
な
る
可
能

性
が
少
し
生
じ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
頻
度
は

非
常
に
低
い
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
義
歯
や
口
の
清

掃
不
良
が
原
因
で
義
歯
の
下

の
粘
膜
に
生
じ
る
カ
ン
ジ
ダ

症
、
口
角
に
亀
裂
や
び
ら
ん

が
生
じ
て
開
口
時
に
痛
み
を

覚
え
る
カ
ン
ジ
ダ
症
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

白
苔
ば
か
り
で
は
な

く
、
舌
に
痛
み
と
赤

味
が
み
ら
れ
る
カ
ン
ジ

ダ
症
も
あ
り
、
食
事

が
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
口
腔
カ
ン

ジ
ダ
症
は
、
皮
膚
の

カ
ン
ジ
ダ
症
よ
り
も

そ
の
現
れ
方
が
千
差

万
別
で
す
。

早
い
診
断
と

　
適
切
な
治
療
で
除
菌

　

口
腔
カ
ン
ジ
ダ
症
の
原
因

は
唾
液
量
が
減
少
し
た
方
、

医療最前線
198

Drリポート

D
o
cto
r

R
ep
o
rt

日本大学松戸歯学部は、歯科医学を

「口腔科学（Oral Science)」と捉え、医

学の一分科としての教育を展開。最前

線で活躍する歯科・医科のスペシャリ

ストに、医療現場の現在と未来につい

て連載でリポートしてもらう。

高
齢
者
や
幼
児
、
糖
尿
病
や

悪
性
腫
瘍
を
罹
患
さ
れ
て
い

る
方
、
薬
剤
の
継
続
服
用
に

よ
る
微
生
物
の
バ
ラ
ン
ス
の
変

化
（
菌
交
代
現
象
）
と
し
て

現
れ
ま
す
。
こ
れ
は
皮
膚
の
カ

ン
ジ
ダ
症
と
同
様
で
す
。
口

腔
特
有
の
環
境
と
し
て
、
喘

息
の
方
が
使
用
す
る
吸
入
ス

テ
ロ
イ
ド
薬
が
口
の
中
に
残
っ

て
い
た
り
、
不
衛
生
あ
る
い
は

合
わ
な
い
義
歯
や
矯
正
治
療

で
使
用
す
る
歯
科
材
料
が
カ

ン
ジ
ダ
菌
の
増
殖
の
足
場
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

口
腔
カ
ン
ジ
ダ
症
は
早
く

に
診
断
し
、
適
切
に
治
療
す

る
こ
と
に
よ
り
除
菌
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
口
腔
カ

ン
ジ
ダ
症
は
、
病
気
と
思
わ

れ
る
部
分
を
綿
棒
や
小
さ
な

ブ
ラ
シ
で
擦
る
こ
と
に
よ
り
検

査
す
る
の
で
、
痛
み
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

本
学
付
属
病
院
で
は
、
患

者
さ
ま
が
歯
の
痛
み
で
来
院

さ
れ
た
場
合
も
、
こ
の
３
回

の
シ
リ
ー
ズ
で
お
話
し
た
よ
う

な
病
気
を
早
く
に
見
つ
け
る

た
め
に
お
口
の
粘
膜
ま
で
じ
っ

く
り
と
拝
見
し
ま
す
。

■
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
庶
務
課

☎
０
４
７
・
３
６
０
・
９
５
６
７
。

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
付
属
病
院

日
本
大
学 

松
戸
歯
学
部

病
理
学
講
座

教 

授  

久
山  

佳
代 

先
生

口腔がんの先触れ？
～第３回　“口腔カンジダ症”～

は
く
た
い

が
こ
う
そ
う

ら
で
ん

ま
き
え

　

oosawagarden@
gmail.com
http://iko-yo.net/facilities
/71659

◆人によってコロナ感が千差万別ということを実感。久しぶりの友人との会食で、ＧＯＴＯで旅行に行ったと話すと「よく出かけられるね」と嫌味を言われ、価値観の違いに悲しくなった。一方で、マスクを外している人を見ると不快に感じてしまうという自己矛盾もある。　　　　　　　　　　　　　（通信員・Ｋ）

◆新型コロナウイルス下で写真展を開
催。

入場者の安全を守るため、芳名帳を入場
者

カードに切り替えた。今後は経験を踏ま
え、

新型コロナウイルス対策新時代の主催者
側

対策を確立して臨みたい。

　　　　　　　　　　（佐倉写真連盟・Ｔ
）

◆ハートラテン系の陽気なアー
ティストの友

人のブログに驚愕。以前と変わ
らない行動

に、当分は会えない！と、決意。
誰にでもフラ

ットな気持ちで会える日はい
つになるのか。

　　　　　　　　　　　　　（
市川市・Ｙ）

◆初めて経験する世界的大流行に翻弄され
た。コロナ

ウイルスの感染者数だけで一喜一憂、経済
は大きなダ

メージを受けた。感染者がいれば回復者も
いる。感染

者から回復者数を差し引いた実数で評価
しなければ、

コロナの影響を正しく判断出来ない。感染
者数だけの

報道発表で一喜一憂するのでなく、自分なり
の評価、基

準を持って行動する必要があると、強く感じ
た。

　　　　　　　　　　　　　　（旅行会社
代表・Ｍ）

皆さん、たくさんの投稿ありがとうございまし
た！　飛沫を飛ばさないようマスクを付けて、
コロナ収束までもう少し頑張りましょう。
　　　　　　　　　　　　　　編集部一同

◆私の勤め先でもリモートワークを推奨。４月、初の在宅勤務に「出勤しなくて良いし、スーツを着なくても良い」と意気揚々。自宅でのＰＣ作業中、ふと姿勢を変えた瞬間にバッキッと体の中を音が走り、ぎっくり腰に。治療で改善したが、これはまずいとストレッチを始め、開脚前屈で胸がつくまでに柔らかくなった。姿勢を気にし、図らずも生活習慣を見直す契機になった。（毎日新聞・Ｔ）

◆専門学校の講師。新入生を迎える３月、学校のす

べての授業はオンラインに。難しかったのは学生た

ちの反応が全く見えないこと。通常の肌感覚が

「無」なのだ。初顔合わせの自己紹介は「〇〇科学

講義‥」とスライド冒頭で発する声色で再現。その

瞬間「あー！」「うわっ、本物！」と大リアクション。人気

アニメの映画さながら、人気声優体験をした夏だっ

た。　　　　　　　　　　　　　（けいちゃん）

◆アラ還暦のこの歳になって机に向かうことに。①日本語教師養成講座を受講。②日本語教育能力検定試験を受験。③インドネシア語検定を受験。五つ覚えると三つは確実に忘れる。ＰＣ作業は目がかすむ。努力と結果は別物だ。でも、新しいことを知るって楽しい。コロナ禍の中で頑張った自分に拍手！　　　　　　　　　　　（佐倉市・Ｍ）

◆強制隔離もロックダウンもない自由世界
をのびのびと生きてきた私たち。有能な感
染能力を持つコロナウイルスの蔓延は自明
の理。いくらかの尊い命が失われることを承
知で、国は集団免疫を待っているのかも、と
ゾッとした。国のリーダーの自助発言、自己
責任とはこういうことだったのね。
　　　　　　　　　　（船橋市・よっさん）

◆自粛生活で毎日パン作り。多くの人が同じことを
考えていたらしく、強力粉とイーストが売り切れ。家
にあった在庫で作り、スローライフ。憧れていたが、こ
んな形で実現するとは。　　　　　（八千代市Ｆ）

◆時間が出来たのでネットフリックスを契約、
家族ですっかりアニメにハマった。充実した
おうち時間を過ごせた。コロナに怯え、大変
な一年だったが、家族でゆっくり過ごす時間
もあったので悪いことばかりではなかった。
　　　　　　　　　　　　　（編集者・Ｍ）


